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１ この名称は日本とポルトガルにかかわる歴史の専門家C.R. Boxerの研究The Christian Century in 
Japan, 1549-1650, （Berkeley, University of California Press, c1951）による。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 審査の対象となった作品「Ludicas」は、樹脂テンペラ・樹脂油彩絵の具による混合技法で、人物と静
物のモチーフを描いた絵画作品である。縦180cm、横90cmの縦型画面４点で構成されている。そのうちの
３点に同一と思われる少女が黒色の背景の中に光を受けて、それぞれに浮遊するかのように佇んでいる。
１点はバスケットに入った果物等の静物が描かれている。 
 画面を通して、作者の出身国スペイン独特の太陽光によるコントラストの強い、深みのある光と影の
空間を創りだしている。そして、佇む少女たちからは、作者の故郷であるスペインの、子供の自然な存
在感が感じられる。 
 
 審査の過程において、留学生として、自国の歴史感を正面から捉え、制作者としての偽りのない真摯
な制作姿勢から生み出された画面からは、祈りにも似た、何かに導かれるような衝動を感じさせる、精
神性の高い優れた作品として評価できるとされた。 
 また、作者の郷里に比較して、光線の弱い日本の地で、テンペラと樹脂油彩絵具の研究を重ね、図像
学による絵画的手法で作品化しようとする作者の試みは、描く枚数を重ねていく中で徐々にその完成度
を高めてきた事実がうかがわれ、着実な研究の成果が出ているとし、博士課程在籍３年間の実技研究の
成果として評価された。 
 そして、この作品は提出された論文や課程博士在学中の研究の上に成り立った作品であり、作者に今
まで培われた制作の力量を基に、描くことへの研鑽を加え、画家としての可能性も評価し、将来に期待
できるとされた。 
 
 審査結果として、提出された作品は、作者の自国への強い思いのうえに成り立つ独自性と精神性の感
じられる、存在感のある、博士学位作品の質に十分に値する作品となっているとして審査委員全員で高
く評価し合格とした。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 申請者、レドンド・ボネット・ルーカスの提出作品「Ludicas」は、４枚の画面からなる構成で樹脂テ
ンペラ・樹脂油彩絵の具の混合技法による描画法を採り、人物と静物のモチーフを描いた作品である。
ねっとりとしたスタンドリンシードオイルにより描かれた肌合いは、申請者の出身国、スペイン独特の
強烈な太陽光によるハイコントラストの陰影を思わせる光と影の空間構成を形作っている。 
 彼の地に比較して、光線の弱い日本の地で、テンペラと樹脂油彩絵具の研究を重ね、図像学による絵
画的な言語を作品化しようとする筆者の試みは、描く枚数を重ねていく中で徐々にその完成度を高めて
きた事実が伺われ、着実な研究の成果が評価された。 
  
 提出論文においては、提出作品と同期する問題意識である、絵画作品における宗教的教唆による図像
学の研究、といった要素を含んだテーマである「日本で行われたイエズス会のアートセミナリヨ制度に
関する一考察」を研究し、先行研究や史料の殆ど無い中で書き上げた熱意とともに、日本と筆者の生ま
れ故郷であるスペインの文化の比較研究、といった色合いを持った優れた研究になっている。異なる文
化や思想を持つ国家間の中で進んできた布教活動と平行して行われた美術教育の、ある結果として残っ
てきた絵画の中でのビジュアルイメージを、絵画制作者としての経験を持ち、現在進行形で作品制作を
行っている筆者の立場から本論文の独特な研究成果が育まれた点からも、本論は課程博士論文として高
い水準にある点を評価され、なおかつ提出作品は絵画作品としても充分に創作研究の成果が上げられて
いる、と審査員全員一致の結論に至り、総合的に合格と判定した。 
 
